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図 1. 世界の留学⽣数推移（OECD のグラフを元に作成） 
 
⽇本においても同様に、外国⼈留学⽣の数は年々増加しており、その要因として⽇本政
府が 2008 年に提唱した「留学⽣ 30 万⼈計画」がある 6)。「留学⽣ 30 万⼈計画」とは、⽇
本を世界により開かれた国とし、アジア、世界の間のヒト・モノ・カネ・情報の流れを拡
⼤する「グローバル戦略」を展開する⼀環として、2020 年を⽬途に全国の⽇本語教育機関
を含む⾼等教育機関に所属する留学⽣を 30 万⼈に増加させるという計画である。 
この 30 万⼈という数字は、2008 年当時の⾮英語圏先進国における⾼等教育機関の留学
⽣の⽐率である 10％によるものである。この計画の結果として、⽇本の外国⼈留学⽣数は
増加傾向にあり、2017 年 5 ⽉現在で約 27 万⼈の外国⼈留学⽣が、⽇本語教育機関を含む
⾼等教育機関に在籍している 7）。過去の統計と⽐較すると、１年間におよそ３万⼈ずつ増
加しており、この増加⽔準が今後も継続されると、2018 年には⽬標の 30 万⼈を達成し、







































































































































































査 2015」、および 2017 年 3 ⽉に刊⾏した、『多⽂化サービス実態調査 2015 報告書』17）が
ある。これによると、⼤学図書館に対する調査は、「留学⽣等への図書館サービスに関する
















































Moeckel と Presnell は、留学⽣が留学先の⼤学図書館を活⽤できない原因として





因であると Moeckel らは述べている。また、”Cultural Barrier” は、留学⽣と図書館職員と
の⾔語的障害や、それに付随するボディランゲージの差違などの⽂化的障壁が、留学⽣の図
書館利⽤に影響を及ぼすとしている。こうした障壁への効果的な対応として、Moeckel ら




  ・⼤学内の留学⽣（または⽀援課）と連絡を取り、図書館の存在を認知してもらう 
 第⼆段階 
  ・図書館ツアーを開催する、ワークショップを開くなど、図書館利⽤教育を⾏う 
  ・図書館職員を育成する 
  ・パンフレットなどの⼩冊⼦を多⾔語で作成する 
 第三段階 
  ・⽬録などの資料の使い⽅を指導する 
9 
 
また Kamhi-Stein および Stein は、留学⽣と図書館の間に起こる障壁に対して、以下の 6 つ
の具体的な⽅策を提案した 22）。 
 














書館とのコミュニケーションや連携の充実に⼤学図書館が注⼒しているためと考えられる。   




























































































































































キング 23）、及び Times Higher Education 世界⼤学ランキング 24）を調査対象校選定のため
のランキングとして使⽤した。調査対象校はそれぞれの⼤学ランキングの 2015 年度版か





当職員のメールアドレスが Web で公開されていない⼤学 5 校を、本研究の対象から除外
した。調査対象校は 67 ヶ国、695 校である。 
調査は 2018 年 10 ⽉ 28 ⽇から 11 ⽉ 26 ⽇までの 1 か⽉で⾏った。回収率をあげる⽬的




（Questionnaire Star）を⽤いて英語版を作成し、イランの対象校には Microsoft Word で




















 回答は 31 ヶ国、89 館から回答を回収した。加えて回答期間後に回答が返ってきた、2
館を追加した 91 館が最終回答館数である。回収率は約 13.1%であった。国別および地域
別の回答館数は以下の通りである。国別の回答館で、最も多いのはアメリカで 17 校、つ
いで⽇本の 13 校、オーストラリアの 8 校と続く。その他の回答館は、インド、エストニ
ア、スロヴァキア、タイ、チェコ、デンマーク、ニュージーランド、ブラジル、フラン
ス、ベネズエラ、ポルトガル、ラトビア、リトアニア、ロシアがそれぞれ 1 校ずつであっ







図 3. 国別回答館数内訳 
 
調査の回答館を地域別に分類すると、最も多かったのはヨーロッパで 35 校、アジアが


































































































図 4. 地域別回答館内訳 
 
Q1-1.学部学⽣の⼈数を教えてください。 
 回答館の学部学⽣の⼈数について、最も多かったのは、アメリカの⼤学で 84,000 ⼈、
最も少なかったのは、アメリカの⼤学で 1,972 ⼈であった。平均値は 18,411.3 ⼈、中央値
は 14823 ⼈であった。 
表 2. 学部学⽣の⼈数 
 回答館数 割合 
~10000 25 27.47% 
10001~20000 32 35.16% 
20001~30000 16 15.58% 
30001~40000 8 8.79% 
40001~50000 3 3.29% 
50001~ 3 3.29% 
無回答 4 4.39% 
総数 91 100.0% 


















13306 ⼈、中央値は 6827 ⼈であった。 
 
表 3. ⼤学院⽣の⼈数 
 回答館数 割合 
~2000 17 18.68% 
2001~4000 11 12.08% 
4001~6000 14 15.38% 
6001~8000 14 15.38% 
8001~10000 13 14.28% 
10001~ 20 21.97% 
無回答 3 3.29% 
総数 91 100.0% 




21,570 ⼈、最も少なかったのはブラジルの⼤学で 7 ⼈であった。平均値は 2336 ⼈、中央















表 4. 学部留学⽣の⼈数 
 回答館数 割合 
~1000 33 36.26% 
1001~2000 19 20.87% 
2001~3000 6 6.59% 
3001~4000 5 5.49% 
4001~5000 4 4.39% 
5001~ 9 9.89% 
無回答 15 16.48% 
総計 91 100.0% 




15,886 ⼈、最も少なかったのは、ブラジルの⼤学で 5 ⼈であった。平均値は 1831 ⼈、中
央値は 1,828 ⼈であった。 
 
表 5. ⼤学院留学⽣の⼈数 
 回答館数 割合 
~1000 31 34.06% 
1001~2000 16 17.58% 
2001~3000 9 9.89% 
3001~4000 4 4.39% 
4001~5000 8 8.79% 
5001~ 2 2.19% 
無回答 21 23.07% 
総数 91 100.0% 
                      （⼩数点第 3 位切り捨て） 
 










表 6. 留学⽣の出⾝地域 
 回答館数 割合 
アジア 45 49.45% 
ヨーロッパ 21 23.07% 
アメリカ 4 4.39% 
アフリカ 5 5.49% 
その他 12 13.18% 






























                                                  (⼩数点第 2 位切り捨て) 
 
Q4.図書館の職員数 
回答館のフルタイム換算職員は、50 ⼈以下の図書館が最も多く、全体のおよそ 3 割を占
めた。図書館職員の⼈数が最も多かったのは、スウェーデンの⼤学で 5647 ⼈であった。ま




表 8. 図書館の職員数 
図書館職員数 回答館数 割合 
~50 31 34.06% 
51~100 24 26.37% 
101~150 11 12.08% 
151~200 11 12.08% 
201~250 6 6.59% 
251~300 1 1.09% 
301~ 8 8.79% 
無回答 4 4.39% 
総数 91 100.0% 





値は 47.25 ⼈、中央値は 34.5 ⼈であった。 
 
表 9. 図書館の専⾨職員数 
 回答館数 割合 
~25 28 30.76% 
26~50 21 23.07% 
51~75 12 13.18% 
76~100 7 7.69% 
101~125 2 2.19% 
126~150 1 1.09% 
151~ 3 3.29% 
無回答 17 18.68% 
総数 91 100.0% 
                    （⼩数点第 3 位切り捨て） 




のは、専⾨的職員の割合が 3 割から 4 割程度である事が明らかとなった。 
 
表 10. 図書館職員に対する専⾨的職員の割合 
専⾨的職員の割合 回答館数 割合 
~10% 9 9.9% 
11~20% 4 4.4% 
21~30% 9 9.9% 
31~40% 14 15.4% 
41~50% 11 12.1% 
51~60％ 11 12.1% 
61~70% 6 6.6% 
71~80% 4 4.4% 
81~90% 2 2.2% 
91%~ 5 5.5% 
無回答 16 17.6% 
総数 91 100.0% 
                             (⼩数点第 2 位切り捨て) 
 
Q6.図書館の蔵書冊数 
















表 11. 図書館の蔵書冊数 
蔵書点数（万冊） 回答館数 割合 
~100 未満 31 34.06% 
100 以上 200 未満 19 20.87% 
200 以上 300 未満 10 10.98% 
300 以上 400 未満 9 9.89% 
400 以上 500 未満 1 1.98% 
500 以上〜 13 14.28% 
無回答 8 8.79% 
総数 91 100.0% 







表 12. 公⽤語以外の図書館パンフレットの作成の有無 
 回答館数 割合 
作成している 41 45.05% 
作成していない 50 54.94% 
合計 91 100.0% 













表 13. パンフレット⾔語別回答館数 
⾔語 回答館数 割合 
英語 36 87.8% 
中国語 7 17.07% 
スペイン語 5 12.19% 
フランス語 3 7.31% 
アラビア語 3 7.31% 
韓国語 2 4.87% 
タイ語 2 4.87% 
ロシア語 2 4.87% 
ドイツ語 2 4.87% 
その他の⾔語 3 7.31% 
合計 41 100.0% 
（⼩数点第 2 位切り捨て） 
 







表 14. パンフレット⾔語数 
⾔語数 回答館数 割合 
1 31 75.6% 
2 6 14.6% 
3 1 2.4% 
4 1 2.4% 
5 1 2.4% 
24 1 2.4% 
合計 41 100.0% 




























***p<0.001                                    （⼩数点第 2 位切り捨て） 
 
Q8-1.公⽤語以外の館内案内の作成 




表 16. 公⽤語以外の館内案内作成の有無 
 回答館数 割合 
作成している 33 36.26% 
作成していない 58 63.73% 
合計 91 100.0% 







ヒリ語、タミル語、テルグ語で 1 校であった。 
23 
 
表 17. 館内案内⾔語別回答館数 
 回答館数 割合 
英語 31 93.9% 
中国語 3 9.1% 
スペイン語 2 6.1% 
韓国語 2 6.1% 
タイ語 2 6.1% 
その他 2 6.1% 
総計 33 100.0% 
                       （⼩数点第 2 位切り捨て） 
 
館内案内の作成⾔語数を⾒ると、公⽤語以外の 1 ⾔語で館内案内を作成しているという
回答が 29 館、87.9%と最も多かった。また 23 ヶ国語で館内案内を作成していると回答し
た⼤学は、24 ヶ国語による多⾔語パンフレットを作成していた⼤学とは別の⼤学である。 
 
表 18. 館内案内作成⾔語数 
⾔語数 回答館数 割合 
1 29 87.9% 
2 2 6.1% 
6 1 3% 
23 1 3% 
合計 33 100.0% 
                      （⼩数点第 2 位切り捨て） 
 
Q9-1.留学⽣を対象としたニーズ調査を過去 5 年間で⾏っているか 
 留学⽣を対象としたニーズ調査について、⾏っていると回答した館は、回答館全体のお
よそ 1／4 にあたる、24 館、26.3％であった。 
表 19. 過去 5 年間の留学⽣対象ニーズ調査の有無 
 回答館数 割合 
はい 24 26.3% 
いいえ 67 73.6% 
合計 91 100.0% 



































表 21. ニーズ調査の内訳 
 回答館数 割合 
懇談会 3 12.5% 
アンケート調査 12 50.0% 
インタビュー調査 2 8.3% 
⽬安箱の設置 2 8.3% 
その他 5 20.8% 
総数 24 100.0% 
                       （⼩数点第 2 位切り捨て） 
 
Q9-3. 過去 5 年間で何回調査を⾏ったか 
 留学⽣を対象としたニーズ調査のうち、「懇親会」「アンケート調査」「インタビュー調
査」を⾏った図書館の、過去 5 年間の調査回数で最も多かったのは 60 回であった。また
最も回答が多かったのは 5 年間のうち 1 回調査を⾏った、という回答であった。 
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表 22. ニーズ調査回数 
 回答館数 割合 
1 回 6 35.29% 
２回 5 29.41% 
3 回 1 5.88% 
４回 1 5.88% 
５回以上 2 11.76% 
無回答 2 11.76% 
総数 17 100.0% 



























表 23. 調査の結果明らかになったニーズ 
 回答館数 割合 













館内案内の多⾔語化 5 20.83% 
開館時間の延⻑ 11 45.83% 
その他 7 29.16% 
無回答 3 12.5% 
総数 24 100.0% 

















































































総数 9 11   




を聞いた。結果は、要望があると回答した図書館が 35 館で 38.46％、要望がないと回答し
た館で 56 館、61.53％であった。 
 
表 25. 留学⽣からの図書館に対する要望の有無 
 回答館数 割合 
はい 35 38.46% 
いいえ 56 61.53% 
総数 91 100.0% 


































表 27. 要望受け取り⽅法の内訳 










その他 20 57.1% 
総数 35 100.0% 

















表 28. 留学⽣からの要望の内容 
 回答館数 割合 













館内案内の多⾔語化 3 9.09% 
開館時間の延⻑ 15 45.4% 
その他 9 27.2% 
総数 33 100.0% 







































































書館は、回答館の過半数を超える 54 館、59.34％であった。 
 
表 30.要望を受けたサービス改善の有無 
 回答館数 割合 
はい 54 59.34% 
いいえ 34 37.36% 
無回答 3 3.29％ 
総数 91 100.0% 














表 31. ニーズを受けて改善した項⽬ 
 回答館数 割合 












図書館職員の語学研修 14 25.92% 
図書館 Web ページ 
の多⾔語化 
16 29.62% 
館内案内の多⾔語化 13 24.0% 
開館時間の延⻑ 24 44.4% 
その他 12 22.2% 
総数 54 100.0% 




学研修を改善し、図書館の Web ページを多⾔語化していると解釈することができる。 
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表 33. 全学⽣対象オリエンテーションの有無 
 回答館数 割合 
はい 87 95.6% 
いいえ 4 4.39% 
総数 91 100.0% 










表 34. どのようなオリエンテーションを⾏ったか 










研究倫理 26 29.8% 
その他 8 9.1% 
総数 87 100.0% 




度 1 年間のオリエンテーションの回数を聞いたところ、50 回未満が最も多いとの回答にな






表 35. 全学⽣オリエンテーションの回数 
回数 回答館数 割合 
~50 40 45.97% 
51~100 9 10.34% 
101~150 3 3.44% 
151~200 5 5.74% 
201~ 12 13.79% 
無回答 18 20.68% 
総数 87 100.0% 




度 1 年間のオリエンテーションの⼈数を聞いたところ、1000 ⼈未満の回答が最も多かっ
た。参加⼈数が最も多かったのは、アメリカの⼤学で 30127 ⼈であった。 
 
表 36. 全学⽣オリエンテーションの参加⼈数 
参加⼈数 回答館数 割合 
~1000 29 33.33% 
1001~2000 10 11.49% 
2001~3000 2 2.29% 
3001~4000 7 8.04% 
4001~5000 4 4.59% 
5001~ 10 11.49% 
無回答 25 28.73% 
総数 87 100.0% 








回答館の過半数を超える 68 館、74.7％であった。 
 
表 37. 留学⽣対象図書館オリエンテーションの有無 
 回答館数 割合 
はい 68 74.7% 
いいえ 23 25.2% 
総数 91 100.0% 









表 38. どのようなオリエンテーションを⾏ったか 










研究倫理 27 39.7% 
その他 5 7.35% 






 留学⽣を対象とした図書館オリエンテーションがあると回答した図書館に昨年度 1 年間
のオリエンテーション回数を聞いたところ、10 回未満が最も多かった。開催回数が最も多
かったのは、オーストラリアの⼤学で 107 回であった。 
 
表 39. 留学⽣対象図書館オリエンテーションの回数 
回数 回答館数 割合 
~10 41 60.29% 
11~20 4 5.88% 
21~30 8 11.76% 
41~50 4 5.88% 
51~ 2 2.94% 
無回答 9 13.23% 
総数 68 100.0% 

















表 40. 留学⽣対象図書館オリエンテーションの参加⼈数 
参加⼈数 回答館数 割合 
~25 20 29.41% 
26~50 5 7.35% 
51~75 3 4.41% 
76~100 4 5.88% 
101~125 3 4.41% 
151~ 18 26.47% 
無回答 15 22.05% 
総数 68 100.0% 








表 41. 全学⽣対象図書館サービス 
 回答館数 割合 
図書館ソーシャルメディア 81 89.0% 
⽂化交流プログラム 14 15.3% 
チャット 34 37.3% 
電話相談 73 80.2% 
図書館ツアー 75 82.4% 
学習相談 80 87.9% 
その他 9 9.89% 
総数 91 100.0% 










表 42. ⼤学⾔語圏別全学⽣対象図書館サービス 
 英語圏 ⾮英語圏 χ2 乗値 p 値 
図書館ソーシャルメディア 39 41 2.291 0.13 
⽂化交流プログラム 6 8 0.069 0.793 
チャット 27 6 26.980 0.00000002*** 
電話相談 39 33 9.952 0.002*** 
図書館ツアー 34 39 0.042 0.837 
学習相談 39 40 3.081 0.079 
その他 6 3 1.710 0.191 





















表 43. 留学⽣対象図書館サービス 
 回答館数 割合 
図書館ソーシャルメディア 23 25.2% 
⽂化交流プログラム 7 7.69% 
チャット 8 8.79% 
電話相談 21 23% 
図書館ツアー 45 49.4% 
学習相談 32 35.1% 
その他 8 8.79% 
⾏っていない 29 31.86% 
無回答 5 5.49% 
総数 91 100.0% 





表 44. ⼤学⾔語圏別留学⽣対象図書館サービス 
 英語圏 ⾮英語圏 χ2 乗値 p 値 
図書館ソーシャルメディア 10 13 0.073 0.786 
⽂化交流プログラム 3 4 0.028 ― 
チャット 5 3 0.982 ― 
電話相談 8 13 0.681 0.409 
図書館ツアー 20 24 0.007 0.935 
学習相談 12 19 0.845 0.358 
その他 7 1 6.160 ― 
⾏っていない 12 16 0.154 0.695 















































































































































表 45. ⽇本語以外の⾔語で書かれた利⽤案内の⾔語別の⽐較 




98% 11% 20% 3% 
本調査 100% 11% 11% 11% 








表 46. 留学⽣からの図書館サービスに関する要望の有無の⽐較 




本調査 30.7% 30.7% 
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は図書館に“International Library Commity”という新たなグループを⽴ち上げました。 
















































































             
Q6.あなたの⼤学図書館が所蔵している、物理的な本の冊数をお答えください。 





     はい     ／ いいえ 




   
英語 中国語 アラビア語 ヒンディー語 スペイン語 フランス語 ドイツ語 
ポルトガル語 ロシア語 マレー語 韓国語 ⽇本語 ウルドゥー語 イタリア語 
ペルシャ語 ギリシャ語 タミル語 テルグ語 ベンガル語 アフリカーンス語  
ヘブライ語 フィンランド語 スウェーデン語 アイルランド語 ノルウェー語  
タイ語 トルコ語 セルビア語 クロアチア語 ウクライナ語 チェコ語 トルコ語 
リトアニア語 ベラルーシ語 ハンガリー語 エストニア語 ラトビア語 
スロベニア語 スワヒリ語 シンハラ語 スロバキア語 ルーマニア語 オランダ語 
その他（    ）   
 
Q8-1.あなたの⼤学図書館では、⼤学図書館の館内案内を公⽤語以外で作成していますか？ 




   
英語 中国語 アラビア語 ヒンディー語 スペイン語 フランス語 ドイツ語 
ポルトガル語 ロシア語 マレー語 韓国語 ⽇本語 ウルドゥー語 イタリア語 
ペルシャ語 ギリシャ語 タミル語 テルグ語 ベンガル語 アフリカーンス語  
ヘブライ語 フィンランド語 スウェーデン語 アイルランド語 ノルウェー語  
タイ語 トルコ語 セルビア語 クロアチア語 ウクライナ語 チェコ語 トルコ語 
リトアニア語 ベラルーシ語 ハンガリー語 エストニア語 ラトビア語 
スロベニア語 スワヒリ語 シンハラ語 スロバキア語 ルーマニア語 オランダ語 













4.⽬安箱（suggestion box）の設置  









  1.外国語の資料の増加 
  2.留学⽣を対象とした図書館ガイダンスの充実 
  3.留学⽣を対象とした学習サポートの充実 
  4.図書館職員の外国語能⼒の向上 
  5.図書館 Web ページ（OPAC を含む）の多⾔語化 
  6.館内案内の多⾔語化 
  7.開館時間の延⻑ 



















  1.外国語の資料の増加 
  2.留学⽣を対象とした図書館ガイダンスの充実 
  3.留学⽣を対象とした学習サポートの充実 
  4.図書館職員の外国語能⼒の向上 
  5.図書館 Web ページ（OPAC を含む）の多⾔語化 
  6.館内案内の多⾔語化 
  7.開館時間の延⻑ 








  1.外国語資料の購⼊ 
  2.留学⽣を対象とした図書館ガイダンスの多⾔語化 
  3.留学⽣を対象とした図書館ガイダンスの回数の増加 
  4.留学⽣を対象とした学習サポートデスクの設置 
  5.図書館職員の語学研修 
 6.図書館 Web ページ（OPAC を含む）の多⾔語化 
  7.館内案内の多⾔語化 
  8.開館時間の延⻑ 












3.オンライン DB 利⽤   
4.研究倫理  














     1.図書館利⽤ガイダンス  
2.レポート・論⽂の作成  
3.オンライン DB 利⽤   
4.研究倫理   

































8.その他（       ） 
 























Please ask your University/college name. 
 
Please ask respondent name. 
 
Please ask respondent's contact information. 
 
Q1-1. How many undergraduate students are at your university? 
 
Q1-2. How many graduate students are at your university? 
 
Q2-1. How many undergraduate of international students are at your university? 
 
Q2-2. How many graduated of international students are at your university? 
 
Q3. If you have contact with international students at your university, where do they come 
from? Please check the most appropriate answer. 
1.North America (United States of America, Canada) 
2.Latin America (Mexico, Brazil, etc.) 
3.Eastan Asia (Japan, China, etc.) 
4.SouthEastan Asia (Indonesia, Singapore, etc.) 
5.South Asia (India, Bangladesh, etc.) 
6.Central Asia (Kazakhstan, Kyrgyzstan, etc.) 
7.West Asia (Turkey, UAE, etc.) 
8.Oceania (Australia, New Zealand, etc.) 
9.Eastan Europe (Russia, Poland, etc.) 
10.Western Europe (United Kingdom, France, etc.) 
11.Africa (Egypt, South Africa, etc.) 
12.Other, please specify;  
 
Q4. How many full-time equivalent staff members does your university's library have?     
 
Q5. If your country has any degrees or qualifications related to the library professions, 




Q6. How many physical books does your library have? 
 
Q7-1. Does your library have a multi-lingual handout about using an academic library?       
Yes        /   No 
 
If you answered yes to Q7-1... 
Q7-2. What languages are the handouts in? Please check below all that apply. 
English Chinese Arabic Hindi Spanish French Germany Portuguese Afrikaans Belarusian 
Bengali Croatian Czech Danish Dutch Estonian Finnish Greek Hungarian Irish Italian 
Japanese Korean Latvian Lithuanian Malay Norwegian Persian Romanian Russian Serbian 
Sinhalese Slovak Slovene Swahili Swedish Tamil Telugu Thai Turkish Urdu 
Other, please specify:                     
 
Q8-1. Does your library have a multi-lingual signage?   
       Yes     /     No 
 
If you answered yes to Q8-1... 
 
Q8-2. What languages are the signs in? Please check all that apply. 
English Chinese Arabic Hindi Spanish French Germany Portuguese Afrikaans Belarusian 
Bengali Croatian Czech Danish Dutch Estonian Finnish Greek Hungarian Irish Italian 
Japanese Korean Latvian Lithuanian Malay Norwegian Persian Romanian Russian Serbian 
Sinhalese Slovak Slovene Swahili Swedish Tamil Telugu Thai Turkish Urdu 
Other, please specify:                    
 
Q9-1. Has your library conducted a needs survey of international within the last 5 years?    
Yes                /     No 
 
If you answered yes to Q9-1... 




4.Suggestion box     




Q9-3. If you answered “Round-table conference,” “Questionnaire survey,” or “Interview 
survey,” to Q9-2, how many times did you conducted a needs survey of international 
students within the last 5 years? 
 
Q9-4. What needs were identified concerning international students' use of the academic 
library? Please check below all that apply.      
1.Increase multi-lingual material  
     2.Enhance library guidance for international students 
     3.Enhance study support for international students 
     4.Improve language skills of library staff. 
     5.Multilingual library webpages (including OPAC) 
     6.Multilingual library signage 
     7.Extension of the library hours 
     8.Other, please specify: 
 
Q10-1. Has your library received any requests from international students through a source 
or method other than the library questionnaire survey the targeted international student 
within the last 5 years? 
       Yes       / No 
 
If you answered yes to Q10-1... 
 
Q10-2. How did you receive the request(s)? Please check below all that apply. 
1.Questionnaire survey by university 
2.Questionnaire survey by office of international students 
3.Questionnaire survey by library targeting all students. 
4.Other, please specify; 
 
Q10-3. What type of requests did the international students make? Please check below all 
that apply. 
     1.Increase multi-lingual material  
     2.Enhance library guidance for international students 
     3.Enhance study support for international students 
     4.Improve language skills of library staff. 
     5.Multilingual library webpages (including OPAC) 
     6.Multilingual library signage 
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     7.Extension of the library hours 
     8.Other, please specify: 
 
Q11-1 Has your library ever improved any library services in response to the needs survey 
results?  
       Yes         / No 
 
If you answered yes to Q11-1... 
 
Q11-2. How did your library improve any library services in response to the needs survey 
results? Please check all that apply. 
  1. Purchased multilingual materials 
  2. Improved multilingual library guidance for international students 
  3. Increased library guidance for international students 
  4. Established study support desk for international students 
  5. Had language training for library staff 
  6. Improved multilingual library webpages (including OPAC) 
  7. Improved multilingual library signage 
  8. Extended of the library hours 
  9.Other, please specify: 
 
Q12-1. Does your library offer any orientations directed at all students including 
international students? 
         Yes      /      No 
 
If you said yes to Q12-1... 
 
Q12-2. What is your library offer any orientations directed at all students including 
international students? Please check below all that apply.      
1. Library instruction 
     2. How to write a report or thesis 
     3. How to use an online database 
     4. A class on research ethics 
     5.Other, please specify: 
 
Q12-3. How many times did your library hold an orientation at last year? 
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Q12-4. Please write the number of participants who attended each orientation. 
 
Q13-1. Does your library offer any orientations for international students?  
       Yes     / No 
 
If you answered yes to Q13-1… 
 
Q13-2. What is your library offer any orientations for international students? 
1. Library instruction    
2. How to write a report or thesis    
3. How to use online database 
4. The class of information literacy     
5. Other, please specify:            
6. No 
 
Q13-3. How many times did your library hold an orientation at last year? 
 
Q13-4. Please write the number of participants who attended each orientation. 
 
Q14-1. Does your library offer any services directed at all students? Please check below all 
that apply. 
1. Library social media (Facebook Twitter Instagram YouTube etc...)    
2. Multicultural exchange program    
3. Online chat (including video chat)   
4. Telephone reference  
5. Library tours   
6. Desk services for learning support   
7. No 
8. Other, please specify: 
 
Q14-2. Does your library offer any services specifically for international students? Please 
check below all that apply.   
1. Library social media (Facebook Twitter Instagram YouTube etc...)    
2. Multicultural exchange program    
3. Online chat (including video chat)   
4. Telephone reference  
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5. Library tours   
6. Desk services for learning support   
7.No 
8.Other, please specify: 
 
Q15. Would you like to tell me anything else related to library services for international 
students? If so, please add your comments in the form below. 
 
Q16. If you have any other comments or opinions that you can share with me, please write 
them in the form below. 
 
Thank you for your cooperation 
